
新荘学区の常住人口	 世帯数 2,985
男 2,769　女 2,940　　合計 5,709

年齢別人口	 0	 〜 14 才	 520	（ 9.1％）	 15	〜 64 才	 3,231	（56.6％）
　【参考値】	 65	才以上	 1,958	（34.3％）

■

新
荘
夏
ま
つ
り

……
…
…

中
止（
７
月
24
日
）

■

福
寿
の
集
い（
新
敬
老
会
）……

９
月
19
日
日

■

市
民
運
動
会

……
…

…
…
…
…

10
月
９
日
日

■

歩
く
会

……
…
…
…

…
…
…
…

11
月
13
日
日

■

後
期
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

……
…

２
月
12
日
日

■

新
荘
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

……
…

３
月
５
日
日

今
年
度
の
新
荘
地
区
の
主
な
行
事

合
同
総
会
の
書
面
議
決
は
、
新
荘
地
区
69
町

内
会
及
び
役
員
等
計
114
名
に
書
面
表
決
書
を
配

布
し
各
議
案
の
賛
否
を
求
め
た
結
果
、
６
月
７

日
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
過
半
数
に
よ
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
収
支
報
告
、令
和
４

年
度
事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算（
案
）に
つ
い
て

…
…
賛
成
82
、反
対
０

令
和
３
年
度
事
業
報
告
・
収
支
報
告
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画（
案
）・
収
支
予
算（
案
）

に
つ
い
て
…
…
賛
成
82
、反
対
０

令
和
３
・
４
年
度
役
員（
案
）に
つ
い
て
…
…
賛

成
81
、反
対
０

令
和
４
年
度
・５
年
度
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
新
荘
会
専
門
部
等
の
新
役
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
会　

長
…
…
…
川
又　

一
郎

◦
副
会
長
…
…
…
各
部
長
兼
務

◦
総
務
自
治
部（
事
務
局
）…
…
…
…
…
…
…
…

　
　

部　

長　

川
又　

健
志

　
　

副
部
長　

近
澤　

博
子
、
武
石
加
津
子

◦
広　

報　

部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　

部　

長　

川
又　

健
志

　
　

副
部
長　

塩
井　

雅
子
、
岩
淵　

延
子

◦
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
部
…
…
…

　
　

部　

長（
ス
ポ
推
）　

山
部　

正
彦

　
　

副
部
長（
ス
ポ
推
）　

保
坂　

英
昭
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
尾　

智
祐
【
新
】　

　
　

副
部
長　

袴
塚　

孝
治
、
伯
耆
田
敏
克
、

　
　
　
　
　
　

菅
野　

俊
安
、
長
谷
川
基
規
、

　
　
　
　
　
　

橋
本　

久
雄
、
龍
崎　

正
紀

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
新
荘
支
部

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
役
員

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
役
員

◦
生
活
環
境
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　

部　

長　

飛
田　

美
江
子

　
　

副
部
長　

鈴
木　

照
子
、
寺
門
恵
美
子

◦
福
祉
厚
生
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　

部　

長　

青
木　
　

實

　
　

副
部
長　

菊
地
か
ず
よ
、
松
枝　

道
子

◦
防
災
委
員
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　

委
員
長　

森
本　

久
夫

　
　

副
委
員
長　

松
枝　

道
子
、
小
網　

昇

◦
監　

事
…
川
上　

利
通

◦
監　

事
…
湊　

弘
一
郎

令
和
4
年
度
の
新
荘
地
区
町
内
会
及
び
自
治

部
の
新
理
事
・
監
事
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
区
理
事
Ι
松
枝　

誠
一（
栄
町
１
丁
目
）

２
区
監
事
Ι
湊　

弘
一
郎（
馬
口
労
町
３
丁
目
）

３
区
理
事
Ι
富
田　
　

實（
馬
口
労
町
５
丁
目
）

４
区
理
事
Ι
平
山　

晴
雄（
谷
中
３
丁
目
）

５
区
理
事
Ι
安　
　

義
孝（
八
幡
町
松
一
）

６
区
理
事
Ι
大
関　

雅
昭（
松
本
東
）

７
区
理
事
Ι
中
山　

邦
夫（
常
磐
小
路
）【
新
】

８
区
理
事
Ι
大
津
順
一
郎（
柳
小
路
）

９
区
理
事
Ι
若
松　

一
成（
北
町
）【
新
】

10
区
理
事
Ι
川
又　

健
志（
新
荘
２
丁
目
東
）

11
区
理
事
Ι
川
松　

一
枝（
砂
久
保
町
５
区
北
）【
新
】

12
区
理
事
Ι
川
野　

邦
雄（
向
井
町
２
区
）

13
区
理
事
Ι
奥
田　

俊
裕（
元
山
町
２
区
北
）

14
区
理
事
Ι
吉
成　

保
一（
元
山
町
偕
楽
）【
新
】

15
区
理
事
Ι
郡
司
新
一
郎（
元
山
町
４
区
西
）【
新
】

16
区
理
事
Ι
今
関　

靖
將（
寿
町
１
区
）

17
区
理
事
Ι
岩
崎　
　

修（
緑
町
１
区
）

令
和
4
年
度
の
新
荘
女
性
の
会
新
役
員
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◦
会　

長
…
…
…
袴
塚　

禮
子

新
荘
地
区
町
内
会
及
び
自
治
部
理
事
等

新
荘
地
区
町
内
会
及
び
自
治
部
理
事
等

新
荘
女
性
の
会
役
員
の
紹
介

新
荘
女
性
の
会
役
員
の
紹
介

◦
第
１
支
部
長
…
中
山　

正
恵

◦
第
２
支
部
長
…
森
山　

鏡
子

◦
第
３
支
部
長
…
岩
淵　

延
子

◦
第
４
支
部
長
…
小
網　

静
子

◦
第
５
支
部
長
…
武
石　

治
代

◦
第
６
支
部
長
…
川
村　

康
子

◦
第
７
支
部
長
…
滑
川
み
ど
り
【
新
】

◦
第
８
支
部
長
…
若
松　

友
江

◦
第
９
支
部
長
…
仙
波　

雅
江

◦
第
10
支
部
長
…
南
川
佐
登
子

◦
第
11
支
部
長
…
大
貫　

純
子

注
…【
新
】の
表
記
の
あ
る
役
員
は
今
年
度
交
代

し
新
規
に
着
任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

注
…【
新
】の
表
記
の
あ
る
役
員
は
今
年
度
交
代

し
新
規
に
着
任
さ
れ
た
方
々
で
す
。

第
７
回　

水
戸
黄
門
漫
遊

マ
ラ
ソ
ン
を
応
援
し
よ
う
‼

来
る
10
月
30
日（
日
）、
第
７
回
水
戸
黄
門

漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
新
荘
会

の
今
回
の
マ
ラ
ソ
ン
応
援
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
に
鑑
み
、
前
回
同
様
自
由
応
援
と
い
た

し
ま
す
。

今
回
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
み
で
往
路
の
み

の
応
援
で
す
。
参
加
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
対
策（
マ
ス
ク
、
人
と
の
距
離
の

確
保
等
）を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
．
応
援
場
所　

大
工
町
旧
フ
ク
ダ
ヤ
前
～

神
応
寺
前
～
雷
神
宮
前

２
．応
援
時
間　

８
時
45
分
～
９
時
30
分

【（
９
時
２
分
頃（
南
町
２
丁
目
ス
タ
ー
ト

＋
２
分
）～
最
終
走
者
通
過
ま
で
】
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題字・坂　　俊治

合
同
総
会、

書
面
議
決

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
新
荘
会
と
社
会
福

祉
協
議
会
新
荘
支
部
の
合
同
総
会
は
５
月
14

日
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
中
止
し
、

書
面
議
決
に
よ
る
表
決
を
行
い
ま
し
た
。

令和4年度

（令和４年７月１日現在）（令和４年７月１日現在）



審査 対象
花壇

◦
砂
久
保
花
の
会

◦
栄
町
1
丁
目

◦
㈱
吉
田
石
油
水
戸
Ｓ
Ｓ

◦
新
荘
小
学
校

７
月
11
日（
月
）、
新
荘
小
学
校
会
議
室
に
お
い
て
、

新
荘
小
、
新
荘
会
、
女
性
の
会
等
16
人
が
参
集
し
、
大
人

た
ち
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
を
安
全
に
守
る
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
活
動
（
社
会
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
推
進
す

る
た
め
の
会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
今

後
、定
期
的
に
集
合
し
実
施
さ
れ
ま
す
。

◦
活
動
団
体
名　
「
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
」

◦
発　

起　

人　

橋
本
久
雄　

様

◦
運
営
協
議
会
長　

中
村
恵
美
子　

様

◦
予

定

日

時　

毎
月
第
１
水
曜
10
時
～

◦
予

定

場

所　

新
荘
小　

図
工
室

※
第
１
回
目
は
８
月
３
日
実
施
さ
れ
、
子
供
を
交
通
事

故
等
か
ら
守
る
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
作
り
を
実
施
し
ま

し
た
。

新荘会ホームページの紹介
新荘会や関係団体からのお知らせ等を掲載してますので
ご利用下さい。
名称「水戸市新荘地区地区会
　　　住みよいまちづくり新荘会」

※検索のほか、QRコードからもアクセスできます。

新
荘
散
策

５　

保
和
苑
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ゾ
ー
ン

保
和
苑
は
、
光
圀
公
が
桂
岸
寺
の
庭
を

愛
さ
れ
て
「
保
和
園
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

と
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
庭

園
は
昭
和
初
期
、
地
元
有
志
に
よ
り
拡
張
整

備
さ
れ
て
池
に
築
山
を
配
し
た
純
日
本
庭
園

に
な
り
、名
前
も「
保
和
苑
」と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
初
夏
に
は
、
約
百
種
６
千
株
の
あ

じ
さ
い
が
咲
き
、保
和
苑
と
周
辺
史
跡
で「
水

戸
の
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
桂
岸
寺
に
平
成
19
年
建
立
さ
れ

た
延
命
地
蔵
尊
の
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
さ
ん
御
縁

日
が
、
毎
月
23
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
東
に
隣

接
す
る
八
幡
宮
や
、西
に
は
愛
宕
山
古
墳（
国

指
定
史
跡
）、
万
葉
ゆ
か
り
の
湧
き
水
・
曝さ

ら

井し
い

ほ
か
数
多
く
の
名
所
旧
跡
が
あ
り
、
旧
松

本
町
の
地
と
周
辺
の
地
域
を
あ
わ
せ
水
戸
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
と
い
わ
れ
、
市
内
外

の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

旧
町
名
の
松
本
町
（
以
下
「
旧
松
本
町
」

と
い
う
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

現
在
の
松
本
町
は
、
昭
和
43
年
の
町
名

変
更
ま
で
、
左
地
図
の
よ
う
に
東
西
に
よ

り
広
大
な
旧
松
本
町
の
地
域
で
し
た
。
東

は
現
在
八
幡
町
に
あ
る
祇
園
寺
の
あ
る
土

地
か
ら
、
西
は
谷
中
新
道
（
旧
１
１
８
号

線
）
の
先
の
愛
宕
町
の
一
部
ま
で
を
含
む

地
域
ま
で
あ
り
ま
し
た
。

藩
政
時
代
、
こ
の
旧
松
本
町
は
、
常
葉

村
の
地
で
松
本
坪
と
い
い
、
昭
和
８
年
常

磐
村
が
水
戸
市
と
合
併
し
た
時
、
旧
松
本

町
の
地
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
数
多
く
の
名
所
旧
跡
の

あ
る
歴
史
と
観
光
の
町
で
す
。

１　

祇
園
寺

祇
園
寺
は
、
光
圀
公
が
中
国
の
禅
僧
東

皐
心
越
を
招
請
し
元
禄
５
年（
１
６
９
２
年
）

開
山
し
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
以
前
は
佐

竹
氏
が
建
立
し
た
天
徳
寺
が
あ
り
ま
し
た
が
、

佐
竹
氏
が
秋
田
に
国
替
え
の
後
、
光
圀
公
は

こ
れ
を
復
興
し
て
、
後
に
河
和
田
に
移
し
、

こ
の
地
の
寺
を
祇
園
寺
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
隣
接
す
る
茨
城
高
等
学
校
・
茨

城
中
学
校
は
、
水
戸
藩
の
藩
校
弘
道
館

（
１
８
４
１
年
創
立
）
を
起
源
と
す
る
県
内

最
古
の
数
少
な
い
私
学
校
で
、
前
身
旧
茨
城

中
学
校
は
昭
和
２
年
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

２　

桂
岸
寺

桂
岸
寺
は
、
藩
家
老
中
山
備
前
守
が
天

和
２
年
（
１
６
８
２
年
）
に
建
て
た
寺
で
、

は
じ
め
香
華
院
と
い
い
、
後
に
保
和
院
に

改
め
、
そ
の
後
桂
岸
寺
と
な
り
ま
し
た
。
境

内
に
は
勢
至
堂
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
俗
に

「
二
十
三
夜
尊
」
と
い
っ
て
、
明
治
時
代
、

二
十
三
夜
尊
を
中
心
に
門
前
町
が
形
成
さ

れ
、
縁
日
に
は
こ
の
付
近
が
大
変
混
雑
す
る

ほ
ど
近
郷
近
在
か
ら
多
く
の
参
拝
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
、
谷
中
地
区
の
発
達
と
共

に
谷
中
新
道
（
旧
１
１
８
号
線
）
を
越
え
た

先
ま
で
発
展
し
ま
し
た
。

３　

常
磐
共
有
墓
地

桂
岸
寺
に
隣
接
す
る
常
磐
共
有
墓
地
は

光
圀
公
が
寛
文
６
年
（
１
６
６
６
）
家
臣
の

た
め
に
創
設
し
た
墓
地
で
、
藤
田
東
湖
な
ど

多
く
の
著
名
な
志
士
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

４　

回
天
神
社

安
政
の
大
獄
、
桜
田
門
外
の
変
、
坂

下
門
外
の
変
以
後
国
の
た
め
に
殉
し
た

１
７
８
５
名
の
志
士
の
霊
を
祀
る
た
め
、
昭

和
44
年
回
天
神
社
が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。

花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
審

査
が
７
月
20
・
21
日
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
新
荘
地
区
か
ら
は
、
町
内
会
・
自

治
会
の
部
で
砂
久
保
花
の
会
が
優
良

賞
、
職
域
の
部
で（
株
）吉
田
石
油
水

戸
Ｓ
Ｓ
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。
表
彰
式
は
、８
月
22
日
に
水
戸

市
役
所
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

川又健志・塩井雅子・岩淵延子

新
荘
地
区
審
査
会

（株）吉田石油水戸SS 砂久保花の会

新荘小学校

編集部委員

住みよいまちづくり新荘会 検索

子
供
を
安
全
に
守
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
発
足

（7/1）

栄町1丁目

第54号	 ときめき新荘	 2022年9月1日　（ 2 ）

旧き
ゅ
う
ま
つ
も
と
ち
ょ
う

松
本
町

旧
町
名
シ
リ
ー
ズ
（
2
）

現在の松本町 赤字：現在の町名

旧松本町 青字：旧町名
凡例：

末広町２丁目
末広町３丁目 末広町１丁目

松本町 八幡町
愛宕町

根本町ちとせ

愛宕町

袴塚町

谷中

光台寺
国道118号線

回天神社愛宕古墳

保和苑
桂岸寺
常磐共有墓地

藤井

旧
１
１
８
号
国
道

茨城高・中学校

祇園寺

七曲坂

八幡宮

馬口労町

八幡町

袴塚町

旧松本町 旧松本町
旧松本町

N

旧松本町


